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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月1日(2017.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル装置のためのローミングサービスを処理する方法であって、
　ホーム通信ネットワークに加入しているユーザネットワーク装置であって、訪問先通信
ネットワークにローミングしているユーザネットワーク装置のデータアクセス要求をハブ
・ブレイクアウト・システムで受信することと、
　前記ハブ・ブレイクアウト・システムが、インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレス
を前記ユーザネットワーク装置に割り当てることと、
　前記ハブ・ブレイクアウト・システムが、前記ユーザネットワーク装置による前記デー
タアクセス要求に関連するデータパケットを、前記割り当てられたＩＰアドレスを用いて
、少なくとも１つの対応するデータソースとの間でルーティングすることとを備えた、方
法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、さらに、
　前記ハブ・ブレイクアウト・システム内のゲートウェイモジュールを選択することであ
って、前記ゲートウェイモジュールが、前記ＩＰアドレスを前記ユーザネットワーク装置
に割り当てる、ことを備えた、方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法において、さらに、
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　前記訪問先通信ネットワークに、前記選択されたゲートウェイモジュールの指示を送信
することと、
　前記選択されたゲートウェイモジュールと、前記訪問先通信ネットワークに関連付けら
れた別のゲートウェイモジュールとの間における接続を確立させることであって、前記確
立された接続が、前記データアクセス要求に関連するデータパケットを前記訪問先通信ネ
ットワークと交換するために用いられる、こととを備えた、方法。
【請求項４】
　請求項２に記載の方法において、
　前記ゲートウェイモジュールが、
　　前記訪問先通信ネットワーク、
　　前記ホーム通信ネットワーク、
　　ユーザのグループ、
　　前記選択されるゲートウェイモジュール、前記訪問先通信ネットワーク、または前記
ホーム通信ネットワークの地理的位置、
　　ビジネス上の理由、
　　対応する通信経路における遅延、および
　　対応する通信リンクの能力
のうちの少なくとも１つに基づいて選択される、方法。
【請求項５】
　請求項３に記載の方法において、前記接続が、前記ハブ・ブレイクアウト・システムと
前記訪問先通信ネットワークとの間で確立される汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）
トンネリングプロトコル（ＧＴＰ）トンネルである、方法。
【請求項６】
　請求項３に記載の方法において、
　前記訪問先通信ネットワークに、前記選択されたゲートウェイモジュールの指示を送信
することが、
　　前記ホーム通信ネットワークから受信したサービスプロファイルであって、前記ユー
ザネットワーク装置のユーザのサービスプロファイルを修正することと、
　　前記修正されたサービスプロファイルを前記訪問先通信ネットワークに送信すること
とを含む、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法において、
　前記少なくとも１つのデータソースが、
　　インターネットネットワーク、および
　　前記ホーム通信ネットワークのプライベートネットワーク
のうちの少なくとも１つを含む、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法において、さらに、
　前記ハブ・ブレイクアウト・システムで、１つまたは複数のＩＰアドレスを含むプライ
ベートサブネットを、前記ホーム通信ネットワークに対して指定することを備えた、方法
。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法において、前記データパケットをルーティングすることが、前記
ユーザネットワーク装置に割り当てられた前記ＩＰアドレスに基づいてデータパケットを
ルーティングするための１つまたは複数のルーティングポリシを用いることを含む、方法
。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法において、前記ＩＰアドレスが、プライベートＩＰアドレスまた
はパブリックＩＰアドレスである、方法。
【請求項１１】
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　請求項１に記載の方法において、さらに、
　前記データアクセス要求に付随する課金データを前記ホーム通信ネットワークに送信す
ることを備えた、方法。
【請求項１２】
　請求項１に記載の方法において、前記ホーム通信ネットワークおよび前記訪問先通信ネ
ットワークが、無線ネットワークである、方法。
【請求項１３】
　請求項１に記載の方法において、
　前記ユーザネットワーク装置が、
　　モバイル装置、
　　タブレットコンピュータ、および
　　ラップトップコンピュータ
のうちの少なくとも１つである、方法。
【請求項１４】
　請求項１に記載の方法において、
　前記データアクセス要求が、
　　音声サービス、
　　メッセージサービス、
　　映像サービス、および
　　データサービス
のうちの少なくとも１つにアクセスする要求である、方法。
【請求項１５】
　ホーム通信ネットワークに加入しているユーザネットワーク装置であって、訪問先通信
ネットワークにローミングしているユーザネットワーク装置のデータアクセス要求を受信
し、インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを前記ユーザネットワーク装置に割り当
てる、ゲートウェイサブシステムと、
　前記ユーザネットワーク装置による前記データアクセス要求に関連するデータパケット
を、前記割り当てられたＩＰアドレスを用いて、少なくとも１つの対応するデータソース
との間でルーティングする、ルータサブシステムとを備えた、ハブ・ブレイクアウト通信
システム。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、前記ゲートウェイサ
ブシステムが、さらに、
　　前記ハブ・ブレイクアウト通信システム内のゲートウェイモジュールであって、前記
ＩＰアドレスを前記ユーザネットワーク装置に割り当てるゲートウェイモジュールを選択
する、ハブ・ブレイクアウト通信システム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、
　前記ゲートウェイサブシステムが、さらに
　　前記訪問先通信ネットワークに、前記選択されたゲートウェイモジュールの指示を送
信し、
　　前記選択されたゲートウェイモジュールと、前記訪問先通信ネットワークに関連付け
られた別のゲートウェイモジュールとの間で接続を確立させ、前記確立された接続が、前
記データアクセス要求に関連するデータパケットを前記訪問先通信ネットワークと交換す
るために用いられる、ハブ・ブレイクアウト通信システム。
【請求項１８】
　請求項１６に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、
　前記ゲートウェイモジュールが、
　　前記訪問先通信ネットワーク、
　　前記ホーム通信ネットワーク、
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　　ユーザのグループ、
　　前記選択されるゲートウェイモジュール、前記訪問先通信ネットワーク、または前記
ホーム通信ネットワークの地理的位置、
　　ビジネス上の理由、
　　対応する通信経路における遅延、および
　　対応する通信リンクの能力
のうちの少なくとも１つに基づいて選択される、ハブ・ブレイクアウト通信システム。
【請求項１９】
　請求項１７に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、前記接続が、前記ハ
ブ・ブレイクアウト通信システムと前記訪問先通信ネットワークとの間で確立される汎用
パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）トンネリングプロトコル（ＧＴＰ）トンネルである、
ハブ・ブレイクアウト通信システム。
【請求項２０】
　請求項１７に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、
　前記選択されたゲートウェイモジュールの指示を前記訪問先通信ネットワークに送信す
るゲートウェイサブシステムが、
　　前記ホーム通信ネットワークから受信したサービスプロファイルであって、前記ユー
ザネットワーク装置のユーザのサービスプロファイルを修正することと、
　　前記修正されたサービスプロファイルを前記訪問先通信ネットワークに送信すること
とを含む、ハブ・ブレイクアウト通信システム。
【請求項２１】
　請求項１５に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、
　前記少なくとも１つのデータソースが、
　　インターネットネットワーク、および
　　前記ホーム通信ネットワークのプライベートネットワーク
のうちの少なくとも１つを含む、ハブ・ブレイクアウト通信システム。
【請求項２２】
　請求項１５に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、前記ルータサブシス
テムが、さらに、
　前記ハブ・ブレイクアウト通信システムで、１つまたは複数のＩＰアドレスを含むプラ
イベートサブネットを、前記ホーム通信ネットワークに対して指定する、ハブ・ブレイク
アウト通信システム。
【請求項２３】
　請求項１５に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、前記データパケット
をルーティングする前記ルータサブシステムが、
　前記ユーザネットワーク装置に割り当てられた前記ＩＰアドレスに基づいてデータパケ
ットをルーティングするための１つまたは複数のルーティングポリシを用いることを含む
、ハブ・ブレイクアウト通信システム。
【請求項２４】
　請求項１５に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、前記ＩＰアドレスが
、
　プライベートＩＰアドレスまたはパブリックＩＰアドレスである、ハブ・ブレイクアウ
ト通信システム。
【請求項２５】
　請求項１５に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、さらに、
　前記データアクセス要求に付随する課金データを前記ホーム通信ネットワークに送信す
る課金ゲートウェイを備えた、ハブ・ブレイクアウト通信システム。
【請求項２６】
　請求項１５に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、前記ホーム通信ネッ
トワークおよび前記訪問先通信ネットワークが、無線ネットワークである、ハブ・ブレイ



(5) JP 2016-507930 A5 2017.7.13

クアウト通信システム。
【請求項２７】
　請求項１５に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、
　前記ユーザネットワーク装置が、
　　モバイル装置、
　　タブレットコンピュータ、および
　　ラップトップコンピュータ
のうちの少なくとも１つである、ハブ・ブレイクアウト通信システム。
【請求項２８】
　請求項１５に記載のハブ・ブレイクアウト通信システムにおいて、
　前記データアクセス要求が、
　　音声サービス、
　　メッセージサービス、
　　映像サービス、および
　　データサービス
のうちの少なくとも１つにアクセスする要求である、ハブ・ブレイクアウト通信システム
。
【請求項２９】
　コンピュータコード命令を含むコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータコード命令が、
　ホーム通信ネットワークに加入しているユーザネットワーク装置であって、訪問先通信
ネットワークにローミングしているユーザネットワーク装置のデータアクセス要求を受信
する手順と、
　インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを前記ユーザネットワーク装置に割り当て
る手順と、
　前記ユーザネットワーク装置による前記データアクセス要求に関連するデータパケット
を、前記割り当てられたＩＰアドレスを用いて、少なくとも１つの対応するデータソース
との間でルーティングする手順とを、少なくとも１つのプロセッサによる実行時に、ハブ
・ブレイクアウト・システムに実行させる、コンピュータプログラム。
【請求項３０】
　請求項２９に記載のコンピュータプログラムにおいて、前記コンピュータコード命令が
、さらに、
　前記ハブ・ブレイクアウト・システム内のゲートウェイモジュールを選択する手順であ
って、前記ゲートウェイモジュールが、前記ＩＰアドレスを前記ユーザネットワーク装置
に割り当てる、手順を、前記ハブ・ブレイクアウト・システムに実行させる、コンピュー
タプログラム。
【請求項３１】
　請求項３０に記載のコンピュータプログラムにおいて、前記コンピュータコード命令が
、さらに、
　前記訪問先通信ネットワークに、前記選択されたゲートウェイモジュールの指示を送信
する手順と、
　前記選択されたゲートウェイモジュールと、前記訪問先通信ネットワークに関連付けら
れた別のゲートウェイモジュールとの間における接続を確立させる手順であって、前記確
立された接続が、前記データアクセス要求に関連するデータパケットを前記訪問先通信ネ
ットワークと交換するために用いられる、手順とを、前記ハブ・ブレイクアウト・システ
ムに実行させる、コンピュータプログラム。
【請求項３２】
　請求項３０に記載のコンピュータプログラムにおいて、
　前記ゲートウェイモジュールが、
　　前記訪問先通信ネットワーク、



(6) JP 2016-507930 A5 2017.7.13

　　前記ホーム通信ネットワーク、
　　ユーザのグループ、
　　前記選択されるゲートウェイモジュール、前記訪問先通信ネットワーク、または前記
ホーム通信ネットワークの地理的位置、
　　ビジネス上の理由、
　　対応する通信経路における遅延、および
　　対応する通信リンクの能力
のうちの少なくとも１つに基づいて選択される、コンピュータプログラム。
【請求項３３】
　請求項３１に記載のコンピュータプログラムにおいて、前記接続が、前記ハブ・ブレイ
クアウト・システムと前記訪問先通信ネットワークとの間で確立される汎用パケット無線
サービス（ＧＰＲＳ）トンネリングプロトコル（ＧＴＰ）トンネルである、コンピュータ
プログラム。
【請求項３４】
　請求項３１に記載のコンピュータプログラムにおいて、
　前記訪問先通信ネットワークに、前記選択されたゲートウェイモジュールの指示を送信
する手順が、
　　前記ホーム通信ネットワークから受信したサービスプロファイルであって、前記ユー
ザネットワーク装置のユーザのサービスプロファイルを修正する手順と、
　　前記修正されたサービスプロファイルを前記訪問先通信ネットワークに送信する手順
とを含む、コンピュータプログラム。
【請求項３５】
　請求項２９に記載のコンピュータプログラムにおいて、
　前記少なくとも１つのデータソースが、
　　インターネットネットワーク、および
　　前記ホーム通信ネットワークのプライベートネットワーク
のうちの少なくとも１つを含む、コンピュータプログラム。
【請求項３６】
　請求項２９に記載のコンピュータプログラムにおいて、前記コンピュータコード命令が
、さらに、
　前記ハブ・ブレイクアウト・システムで、１つまたは複数のＩＰアドレスを含むプライ
ベートサブネットを、前記ホーム通信ネットワークに対して指定する手順を、前記ハブ・
ブレイクアウト・システムに実行させる、コンピュータプログラム。
【請求項３７】
　請求項２９に記載のコンピュータプログラムにおいて、
　前記データパケットをルーティングする手順が、
　　前記ユーザネットワーク装置に割り当てられた前記ＩＰアドレスに基づいてデータパ
ケットをルーティングするための１つまたは複数のルーティングポリシを用いることを含
む、コンピュータプログラム。
【請求項３８】
　請求項２９に記載のコンピュータプログラムにおいて、
　前記ＩＰアドレスが、プライベートＩＰアドレスまたはパブリックＩＰアドレスである
、コンピュータプログラム。
【請求項３９】
　請求項２９に記載のコンピュータプログラムにおいて、
　前記コンピュータコード命令が、さらに、
　前記データアクセス要求に付随する課金データを前記ホーム通信ネットワークに送信す
る手順を、前記ハブ・ブレイクアウト・システムに実行させる、コンピュータプログラム
。
【請求項４０】
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　請求項２９に記載のコンピュータプログラムにおいて、前記ホーム通信ネットワークお
よび前記訪問先通信ネットワークが、無線ネットワークである、コンピュータプログラム
。
【請求項４１】
　請求項２９に記載のコンピュータプログラムにおいて、
　前記ユーザネットワーク装置が、
　　モバイル装置、
　　タブレットコンピュータ、および
　　ラップトップコンピュータ
のうちの少なくとも１つである、コンピュータプログラム。
【請求項４２】
　請求項２９に記載のコンピュータプログラムにおいて、
　前記データアクセスの要求が、
　　音声サービス、
　　メッセージサービス、
　　映像サービス、および
　　データサービス
のうちの少なくとも１つにアクセスする要求である、コンピュータプログラム。
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